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熊本地震における要援護者の避難支援手法の提案



毎日新聞の記事（2017年4月25日）

「熊本地震
福祉避難所機能せず

利用わずか１０４人」

災害時に自力での避難が難し
い市民が約35,000人いるという
想定に対し，熊本地震が発生し
た4月14日から10日後である24
日現在でわずか104人にとど
まっている。
市は「協定を結んでいる施設の
受け入れ態勢が整わなかった」
と説明する。

平時（日常）だけでなく
災害時も支援が必要！

1．はじめに
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調査概要

2．現状分析/調査内容

「災害時における福祉避難所等の設置運営に関する協
定」を熊本市と締結した高齢者福祉施設や障がい者支援
施設等176施設に電話によるヒアリング調査を実施し，許
可を頂いた171施設にアンケート調査を実施した。

・アンケート配布数

171部 有効回答数104（61％）

・配布・回収方法

郵送，手渡し，電子メール



福祉避難所等の開設状況

福祉避難所等
として開設した

福祉避難所等
として開設しな
かった

合計

熊本市から福祉避難
所等としての開設要
請を受けた 44 7 51
熊本市から福祉避難
所等としての開設要
請を受けなかった 9 44 53

合計 53 51 104
回答施設の5割弱が熊本市から福祉避難所等と
して開設要請を受けた。

2．現状分析/調査内容
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福祉避難所等の開設状況

福祉避難所等
として開設した

福祉避難所等
として開設しな
かった

合計

熊本市から福祉避難
所等としての開設要
請を受けた 44 7 51
熊本市から福祉避難
所等としての開設要
請を受けなかった 9 44 53

合計 53 51 104

回答施設の5割強が福祉避難所等として開設し
た（熊本市と連携して要援護者を受け入れた）。

2．現状分析/調査内容
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福祉避難所等の開設状況

福祉避難所等
として開設した

福祉避難所等
として開設しな
かった

合計

熊本市から福祉避難
所等としての開設要
請を受けた

44 7 51
熊本市から福祉避難
所等としての開設要
請を受けなかった

9 44 53
合計 53 51 104

熊本地震の発生から1週間未満で福祉避難所等として
開設していたのは回答施設のなかでも3割弱の施設
（104施設中27施設）のみという結果であった。

2．現状分析/調査内容
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要援護者の福祉避難所開設までのフロー

2．現状分析/調査内容
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熊本市「福祉避難所等の設置運営マニュアル」より



要援護者 福祉避難所

行政

自分の意志で
勝手に行けない

開設要請

状況把握

避難指示

状況把握
機能せず

災害時における行政・福祉避難所・要援護者の関係

どこに行けば
いいの？

施設が被災して開設できない
あと何人受け入れられる？
要援護者の基礎疾患は？

3．課題に対する解決策と具体的な政策アイデア
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本システムのユーザーは,
要援護者,福祉避難所等,
行政（熊本市）の三者で
あり,災害時に多くの要援
護者が安全に福祉避難
所を利用できることを目
的とし,防災活動,災害時,
復興・復旧,記録と課題の
フェーズそれぞれを支援
する。

①すぐに使える
②誰でも使える
③すべて把握できる
④どこでも使える

3．課題に対する解決策と具体的な政策アイデア
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防災活動・災害時避難行動支援システムコンセプト
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10月28日防災訓練(実証実験)
4．まとめ・今後の展望など

福祉避難所

自宅

一般避難所
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4．まとめ・今後の展望など

防災訓練(実証実験)の実際の様子



熊本市

研究室

研究室

研究室

研究室

研究室

研究室

研究室

研究室

豊橋市

自治体

自治体

自治体

自治体

自治体

自治体

支援
システム
支援
システム

支援システムは

避難所，福祉避難
所の情報をインプッ
トするだけで全国ど
こでも使用可能

将来性
4．まとめ・今後の展望など
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各都市の研究室
の連携をきっか
けにして，自治体
同士の連携を深
める。


